
 第 2 回 外用療法研究会  

～皮膚病変・皮膚潰瘍に対する外用療法の実践～ 

 

共催：外用療法研究会、NPO 褥瘡サミット 

後援：日本薬学会、日本薬剤師会、日本病院薬剤師会、名城大学、金城学院大学 

開催日時：平成 28 年 2月 20 日（土） 13：00～18：00 

会場：名城大学 天白キャンパス （名城ホール）名古屋市天白区塩釜口１丁目５０１ TEL：052-832-1151 

会費：2000 円（当日参加のみ） 

 

13：00～13：10  開会あいさつ 

 

13：10～14：10  特別講演 1 「皮膚外用剤を科学する」 

講師：東京逓信病院薬剤部 副薬剤部長 大谷 道輝先生 

座長：医療法人愛生館 小林記念病院 褥瘡ケアセンター長 古田 勝経先生 

 

14：10～15：00  一般演題（口演発表） 

座長：西群馬病院 薬剤部 荒木 玲子先生 

 演題番号 1：「Furuta Method の実践により改善した一例」  

 国立病院機構西群馬病院 川村 勇太先生 他３名 

 演題番号 2：「背部膿瘍に対してブレンド軟膏を使用した 1症例」 

社会医療法人陽明会 小波瀬病院 薬剤部 田代 ともみ 他１名 

 演題番号 3：「入院中の処置指導により医療費が削減できた足趾部蜂窩織炎の 1例」 

碧南市民病院 薬剤部 榊原 ゆかり先生 他２名 

 演題番号 4：「外用療法における薬剤師の介入状況と意識調査」 

東京医科大学病院 薬剤部 関根 祐介先生 他２名 

演題番号 5：「適切な外用剤選択による創縮小の一例」 

田辺記念病院臨床薬剤部 南田 祐子先生 他１名 

 

15：00～15：20  休憩（企業展示観覧） 

 

15：20～16：20  パネルディスカッション 

         褥瘡と鑑別のしづらい皮膚疾患とその治療 

基調講演 国立長寿医療研究センター 先端診療部皮膚科医長 磯貝 善蔵先生 

コメンテーター 病院薬剤師  永田  実先生（碧南市民病院 薬剤部） 

     コメンテーター 薬局薬剤師  長谷川 雅子先生（グリーンライフ薬局） 

          

症例提示者          森川 拓 先生（岡波総合病院 薬剤部） 



               宮川 哲也先生（上越地域医療センター病院 薬剤科） 

               川崎 美紀先生（小波瀬病院 薬剤部） 

 

16：20～16：50  企業展示観覧、休憩 

 

16：50～17：50  特別講演 2 「 褥瘡に対する外用薬物療法 」 

講師：岐阜大学大学院医学系研究科皮膚病態学准教授 加納宏行先生 

座長：東京医科大学薬剤部 主査 関根 祐介先生 

 

17：50～18：00  閉会あいさつ  



第 2回 外用療法研究会 教育セミナー 

 

開催日時：平成 28 年 2月 20 日（土） 9：30～12：30 

会場：名城大学 天白キャンパス（共通講義棟北 N002 教室・N201 教室） 

〒468-0073 名古屋市天白区塩釜口１丁目５０１ TEL：052-832-1151 

参加予定者： 100 名（事前予約制） 

会費：3000 円（お弁当代を含む） 

参加募集期間：平成２７年１２月７日～平成２７年１２月３１日 

 

9：30～11：00  教育セミナー 処置実習（褥瘡） （共通講義棟北 N002 教室） 

講師：医療法人愛生館 小林記念病院 褥瘡ケアセンター長 古田勝経先生 

 

11：00～11：30  教育セミナー 処置実習（軟膏）（共通講義棟北 N002 教室） 

講師：東京逓信病院薬剤部 副薬剤部長 大谷 道輝先生 

 

11：30～12：30  ランチョンセミナー        （共通講義棟北 N201 教室） 

  講師：金城学院大学薬学部 教授 野田 康弘先生 

            講師： 星薬科大学薬学部 助教 笹津 備尚先生 

座長：天理よろづ相談所病院白川分院 薬局 薬局長 生島 繁樹先生 

 


